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I.緒 雷
植物生長ホJレモヅの研究が兵常主主進歩をとげたので，とれと徴生物との関係についても多く
の研究がある.細菌はその種類によって植物ホル寄シの影響を受け増殖を促進するものと促進
しないものとがある 1.7.8.削7・U.81.12 間・ $6.的.最近特に合成植物ホ Jレ~yである 2.4-0 が除草剤
とレて応用されるようになり，とれが植物の疾病およひ官類の発育に及ぼす影響につ¥r:o""C.数多
くの報告がある.植物ホJレ~シは菌類の発育と胞子発芽を抑制または促進するととが知られ乙
ν、る 3.5.8.8.12・ 1~. 18.19. !!1!.tß.24.2.5.祖.27.1!.~4.Bß.拍.4・. 41.C).
応用面 1.9.12.lð.~0) に沿い℃も 2 ，4-0は稲に織布ずる&胡腕嘆枯病の発生が減少し 411. 貯菰蜜
柑の腐敗防止に有効である 12.21).また7オJレマリンによる種子消毒の際の薬害がホFレぞγカ日用
によって著しく軽減されるととが知られた10.]])• 
麦類赤カピ病菌 G.zeae(Schw.) Petchでは2.4-0がその発育を抑制する報告めがあるが，
著者らは植物ホルモγである 2，4-0およびかイ γ ドール酷酸加里が本菌にどのような影響が
あるか，特に分生胞子の発芽にゐよぼす影響について検した.
1.賓齢方法及び結果
1. 2，4-0カ日用培養基に発育した赤カピ病菌分生胞子の発芽カ
赤カピ病菌の培萎は Richards氏液に寒天を2%加えたもので'ゐとなった〈第1表の実験は
馬鈴薯煎汗寒天を用いた).予めその寒天を溶解Lたものに2，4-0 '/-~塩を O .∞1 ， 0.01， 
0.1%に怠るように添加し'c.(標準として無添加のものもある〉試験管に8cc宛分注し，コツ
ホ殺菌釜で30分間殺菌した供試菌は当研究室保存No.2089菌株を用い，試験管斜面婚養と
シャーレによる平面憎養法で得た分生胞子を発芽試験に用いた.
第 1表 2 ，4-D加用培養基に発育した赤;t1~病菌分生胞子の発芽
〈馬鈴薯煎汁寒天〉
¥寸守T I E 協系 0.001% (，1.01% 0.1% 弘吉右 0伺 1% 0.01% 0.1% 
調査胞子数 203G 2067 2050 2009 1617 1725 18W 18G3 
発芽胞子数 5的 588 732 945 354 518 7&4 901 
要旨芽歩合(%) 25.0 28.5 35.7 47.1 21.9 30.G 4J.~ 50.0 。 29.9 32.2 36.7 43.4 27.9 33.宅 4G.2 45.1 
備考 1 .=L S D (0.05)=2.43 270Cで18日間矯集胞子. 1. =L S D (0.05)=.2.33. 270Cで20日
主音書E胞子.胞子の宛芽には水道水を用い， 270Cで6日間後に調査.
僑農林省応用試験研究費による業績.
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胞子の発芽検定1-;1'前記各kの培養で得られた分生胞子を白金耳で静かにかきとっ℃胞子懸濁
液を作った胞子密度2引は160倍額徴鏡1間野に40-70個とした.その胞子懸濁液滴は滑滞
な弓ライドグラスに4滴宛直径 6-8mmにゐき，とれを予め逆さ向けにした大型シャーレの
中にガラス棒を並ペてその上にゐき，シャーレの中を飽和湿度にしたとれを240Cたよび27
。Cの定温器に必要時間沿いたのち，胞子懸濁液1滴につき 8:ts-よぴ10調野について検鏡した.
第 2表 2，4・D加用培養基に発育した赤カピ病菌分生胞子の発芽
(Richards氏液尽天〉
I E ¥寸匂?
領(無準力目用区) 0.001ノ% O.(H% 0.1% 穣(無準知用区】 0.001% 
調査胞子数 1762 1731 1728 1741 1747 1727 
胞子発芽数 524 671 1047 1113 520 
発芽歩合(%) 29.7 38.8 60.6 67.4 29.8 
日 33.G 38.5 51.1 55.2 33.1 
備考 1. =L S D (0.05)=2.57 ][.巴LS D (0.G5)=2.98 
供試胞子は240Cで10日間(1)および11日間 (1)培養したもの.
胞子の発芽には再蒸溜水を用旬、 240Cで4時間後に調査.
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上記の方法で得た結巣は第1表沿よぴ第2表に示した各硯野の発芽率はさをてP=sin2Q (P 
は発芽%)4)の式で8の値に変換した後比較検定した
培養基として馬鈴薯煎汁寒天並びにRichards氏液寒天を用いたが同じ傾向の成績を得た.
すなわち本実験範囲内の濃度では培養基に2，4-0の添加によっ'"t， それに形成した分生胞子
の発芽が促進される.ま在その添加濃度に比例してo.∞1%加用からのものより 0.1%加用培
養基から得た胞子の発芽カは盛んであった.
2.二三の植物ホルモン加用精饗基に発育した分生胞子の発芽カ
上記と金〈同様の方法で Richards氏液寒天に所定の漉度の 2，4-0)lー グ塩とア:/.モ=ャ
塩ゐよびかインド目Jレ酷駿力日旦(三共製品〉を糠加したものに培養した赤カピ病菌の介生胞子
の発芽力についt調べtc.2，4-0アγモ=ャ犠とYーグ塩とはその酸の量を一定にした.
第 3表 二三植物ホルモシ加用培養基に発育した赤カピ病菌分生胞子の発芽
植物事ルモシ I E 
の種(0類.0%1〕標準区 2，ふD 2，4-D {t-イシド 標準区 2，4・D 2，4-D (J-イ V ドアンモa ルー アシモ昌ール
(無加用) yーダ極ァ温 積酸加里 (無知用) y ダーla:ァ塩 酸酸加里
調査胞子数 1745 1750 1745 1751 1720 1735 1738 1698 
発芽胞子数 901 1035 1565 1597 321 8O7 1235 1535 
発芽歩合(%) 61.6 59.1 89.7 91.2 18.7 46.5 71.1 90.4 
自 45.9 50.2 71.3 72.3 25.6 43.0 57.5 72:4 
備考 I.=L S D (0.05)=2.45 1. =L S D (0.O5) = 3.61 
(162) 
供獄胞子は Richards氏液製ヲミを用い， 240Cで12日間(1)および 18日間 (1)婿養したも
のである.発芽は手事蒸溜水で240C4時間後に甥査.
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植物ホ;v-!E-γカ日用濃度は0.01%であったが，それらに培養し℃得た分生胞子はいやれも発芽
カが促進した特にかィ γ ドール酷按加里加用のものはその発芽力は最も盛んで，ついで
2，4-Dァγ-'E'=ヤ塩が高かった.また2，4-Dyーグ境加用のものも実験1と同様にその発芽カ
が高かった分生胞子の発芽力が最も高かったかイシドール酷離カ日星加用からのものは 240C
で4時間後にはその発芽力が90.%を越え， 。の値は70以上であった.
以上の結果を綜合すると赤カピ病菌の分生胞子は 2，4-Dゐよびかィ γ ドール酷酸力日里を含
む培養基に発育したとき，その発芽が促進されるととが明らかである.
3. 2，4-Dカ日用培養基に発育した赤カピ菌分生胞子の発芽管の伸長
分生胞子の発芽力検定と同様にそれらの発芽管の伸長も測定した.分生胞子は 270Cで発芽
させ， 9時間後にその1船個について発芽管の長さを測定しそれを平均した. 
第 4表 .2，令D加用培養基に発育した赤カピ病菌
分生胞子の発芽管の伸長
一ぞ金 広言語 &.001% 。.01% ~.19昔i，1‘ μ μ μ μ 
I 34.4 30.4 53.8 68.9 
備考供試胞子は270Cで18日間培養したもの，
胞子発芽は水道水を用い， 270C9時間後に調査.
その測定柑果は第4表に示す.2，4-Dカ口市培養基にできた分生駒子は発芽カ』とともに発芽管
の伸長も促進された.また2，4-D加用濃度と促進の度合を見ると 0.1.%が0.001.%よりもその
促進が大であった.との実験は唯1回のみの測定であったが，分生胞子の発芽力検定中に測定
はし主主かったけれどもそのやち友傾向が観察された.
4.植物ホルモγカ日用培養基に発育した赤カピ病菌分生胞。子の大きさ
分生胞子の発芽力を検定中， とれらの分生胞子は大きさに差が観察されたつでとれを測定し
た.分生胞子はシャーレで平面増養したものを用いた，
第 5表 植物ホルモν加用培養に発育した赤カピ病菌分生胞子の大きさ
て惣、誌..._蒜(%E) 標(無椿加 区 zAEaトaEヤ華君ア臨P 2.，4-D 7" f v被 強""敵.f歯v車重v骨量伊
用) 0.0010.010.1 G;抽 1 G.001 0.01 0.0白1 n.cn: 
μ μ μ μ 
42.4 μ 
μ u μ μ 
I 43.2 40.2 41.7 40.9 41.8 45.3 50.0 
E 43.5 38.5 41.0 41.4 38.3 43.8 51.3 65.7 
E 38.6 41.6 40.2 41.8 43.7 39.6 41.7 43.6 50.6 
平 均 41.8 -10.1 引).9 41.4 41.5 39.6 42.5 46.7 1'5.4 
備考分生胞子100個の平均である.
分生胞子は 100個について測定を行った(第5表). 3回の測定結果分生胞子の大きさは
2，4-D加用培養基からのものは大遺産が友かったが，かイシドーyレ酷竣加旦加用のものは標準区
41.8μ に対し 0.∞1%カ日用では 46.7μ，0.01%加用では 55.4μ で大きかった.またそれらの隔
膜教も多いととを観察した.表に示L下い1J:いがかイY!-"戸ル酷聾加里は赤カピ病菌の発育を
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非常に抑制した 91).f3-ィγ ドー Jレ酷酸カ日里カ日用培養基に赤カピ病菌が発育するときそれが抑制
され，形成した分生胞子は畏く，また発芽カが盛んであったととはどのよう主主生現機構による
ものかは明らかでない.それらの病原性について調ペ℃い君主いが興味ある問題である.
5. 2，4-D溶液中にたける赤カピ病菌分生胞子の発芽
2，4-Dは菌類の種類によっ℃分生胞子の発芽を抑制するものと促進するものとがるる 6.29.
24・制・41・42).赤カピ病菌についてはその報告が少ないので，赤カピ病菌分生胞子の発芽に及ぼす
2，4-Dの彰響についえ調べ?と.
再蒸溜水で2，4-DYー ダ塩O.∞1，0.01， 0.1%の濃度の液をつくり.240Cで培養した赤カ
ピ病菌の胞子を懸濁せしめた.とれを 240Cの定温器に一定時間保ったのち，胞子の発芽率を
調ペメ::.対照には再蒸溜水のみの胞子懸濁液を用いた.その発芽方法は前述と同様であった.
第 6表 2.4-D溶液中における赤均ピ病菌分生胞子の発芽
下処?t協議 I‘吋f:? ふ196 考r 
2H18 2189 2151 2207 L S D (G.G5)=2.68 
発芽胞子数 486 1175 755 176 240Cで12日間培養胞子.
1 ~ lf!芽歩。合(%) 22.4 53.7 35.1 8.0 水道水を用旬、 24.oCで
28.2 47.1 36.3 16.4 6時間後K腕査.
2174 2248 2157 2021 L S D (0.05)=2.04 
発芽胞子数 353 568 474 115 !]4OCで12日間培餐胞子.
E 発芽歩。合(%) 16.2 2b.3 22.0 5.2 水道水を用い240Cで
23.7 3白.2 28.0 13.1 8時間後に調査.
1111 1189 114G 1109 L S D (.05)=3.20 
E 発芽胞子数 419 533 426 233 240Cで14日開場養胞子.
要旨芽歩合(%) 37.4 44.8 37.4 21.0 再現E淘7](を用い， 240C 
8 37.7 42.0 37.7 27.3 で4時間後に調査.
2，4-D 0.1%液は分生胞子の発芽を抑制し，その稀薄主主濃度O.∞1%液では逆にその発茅を
促進した.0.01%ではその発芽を促進した結果もあったが，標準区と全く同じ溌芽率を示した
成績もあるから， 2，4-Dが胞子の発芽を促進または抑制する濃度はとのあたりにあるものと思
われる.
II.考 察
支類赤カピ病菌の分生胞子は乾燥または培養が古く主主ると発芽カが非常に低下すみそれで
赤カピ病菌の培養にあたり植物ホルモンを培養基に添加した場合，そとにでをた分生胞子の発
芽カはどう変化するか検した.ま?と2，4-Dの分生胞子発芽に及ぽす影響についても調べた
植物ホJレモγは2.4-Dゐよびかイ γ ドール酷酸加里を用いたが，それちのいやれもカ日用濃
度の範囲では分生胞子の発芽が促進された.2，4-DYー グ塩では加用語集度につい℃実験したが，
その濃度に比例して胞子の発芽が高まった.(l-イシドーJレ酷駿加里は 2，4-Dよりもその発芽
が非常に盛んであった. との事実は高等植物 87) に見られるように植物ホル~"!/が植物の生長
を助長し.また発棋作用を促進するようた生長機構に牽化があったかどうかは判ら主主い.赤カ
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ピ病菌が発育中にとれらの植物ホJレモシを吸牧して形成した分生胞子が発芽カを促進したとと
は生長ホルモン的作用の影響があったよろにも想像される. しかしかイ γ ドール酷酸加里は
その発育を抑制する事実もある 80).現在2，4-Dは変類の除草に応用普及し℃い君主いが， もし寄
主がとれら植物ホJレモγを吸牧した場合，それに感染し疾病があっ1形成した分生胞子は発芽
が促進されはしたいか.その病原性についてはま充実験してい泣いがもしそのよう君主関係があ
るならば作物疾病の防除の商から重要君主問題として研賀する必要がある.
Yu・TienHsia (1951)ら15)は2，4-Dを含む培養基に H.sativumを培養して形成した分生
胞子を小麦苗に接種すると発病が槍加し?と. しかしそれは H.sativumの病原性を靖加するよ
りもむしろ2，4-Dの彫響を受けて寄主植物が本商に侵されやすく君主ったの党と報告した.その
説明は2，4-D含有培養基に発育した H.sativu>nの分生胞子を洗糠したものは 2，4-D無力日用
培養基のものと発病差がなかった.また2，4-Dを予め愛苗に撒布して接臣室するとしからぎるも
のより感受性が高〈君主った実験結果かち明ちかにし℃いる.
著者らの実験では 2 ，~-D jなよびかイy"._;レ酷酸力目星加用培養基に発育した赤カピ病菌の
分生胞子の発芽が盛んであるととを知ったが，その病原性たよびそれらの胞子洗滑による発芽
力検定等を主?と君主ってい君主いので詳細友作用機構については判ら君主い. また2，4-Dの稀薄君主溶
液中では分生胞子の発芽が促進するととも知った.しかしそれらの培整基かち分生胞子を採取
するとき，菌叢の表面をかるくかきとった胞子を発芽実験に用いたから培養基の成分が胞子の
発芽に関係したとは思われない.Hsiaらが実験したまロミ培養基中の 2，4-Dが H.sativumの
感受性を高めたといち結論と著者らの実験とは異つ1いるが，君主ほ病原性ゐよび生理作用につ
いても詳しく実験をせねばならない.
植物ホJレモシが菌類の発芽に及ぼす影響については多くの報告がある.稲熱病菌ゐよび胡麻
葉枯病菌の分生胞子は 2，4-D20∞0倍以上の濃度液中で発芽カも発芽管の伸長も抑制され
た 8).山仲削除胡麻葉枯病菌の分生胞子の発芽は2，4-D1，α泊.-.-1，0∞，0∞倍で影響がなかった
と報告した方リーグ決症病菌の分生胞子では αー ナフグレン酷駿加里と 2，4-Dの0.05%・液
で発芽は促進され発芽管の伸長は抑制された 23). )1ラマメ鰐病菌，コムギ黒鰐病菌たよぴイ Y
5戸Yマメ鋳病菌の夏胞子は αー ナフグレγ酷駿加里と 2，4.D 200傍液で発芽を抑制し， Jt工豆鍔
病菌にbいては20∞傍で相当発芽が抑制された 24).Puccinia graminis var. avenaeの夏胞子
は2，4-D 500 ppm.で発芽が抑制された 16).また PucciniaCOTonota var. avenaeの夏胞子の
発芽は 2，4-D Í3'よぴ ø-ィ γ ドーJレ酷酸カロ里によって彰響が少かった ~4) • 
著者らは赤カピ病菌について分生胞子の発芽に及ぼナ2，4-Dの影響について調ペた.その結
果0.1%の濃度では胞子の発芽は非常に抑制され，濃度の薄い0.001%では反対にそれが促進
した.0.01%では発芽が促進された結果もあったが.対照区と差がたい成績も得たので， 2，4-
Dが赤カピ病菌の分注胞子の発芽を促進または抑制する濃度は 0.01%-0.1%の範囲内にある
のではないかと息われる.
湯川らは赤カピ病菌の分生胞子の発芽は2，4-Dの 0.1%より高い濃度で抑制され， 0.05% 
では影響が君主い，また 0.01-0.005%では刺激したと報告した ~2) との結果は著者らの実験と
同様であった.
lV.摘 要
1.麦類赤カピ病菌 G.zeae (Schw.) Petchを培養するとき，その培養基に植物ホルモγで
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ある 2，4ァDたよびかイ γ ドー Jレ酷駿カ日旦を添加するととによってそれに発育した分生胞子
の発芽力がどう変化するかを調ペた. また2，4-D溶液中になける分生胞子の発芽について
も調ぺた
2. とれらの植物ホルモγカ日用培養基に発育した赤カピ病菌の分生胞子は発芽カを促進した.
それは特にかイ γ ドー Jレ酷酸加阜の加用にないて著しかった.
3. 2，4-Dカ日用培養基に発育した分生胞子は発芽管の伸長が大きかった
4. 8-イY ドール酷接カ日星加用培養基に発育するとき，.oi:れに形成した分生胞子t土長かった.
5.2，4-D椿液中にゐける分生胞子の括芽は0.1%で抑制され， O.∞1%で促進された.
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